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「元気が出る小児歯科の話題を提供」

全国小児歯科開業医会 理事

吾妻　昭夫
あづま小児歯科　大阪市開業

私は、JSPP理事に就任し3年目を迎えました。大
阪で開業してから16年目に大阪小児歯科専門医臨床研
究会（OSP）に入り7年間お世話になる中で、常に
JSPP関連のお話（JSPP理事会報告等）を耳にし、3年
前にJSPP理事に就任しました。それまで話には聞い
ていたJSPPの事が、理事に入ったことでようやくそ
の中身が解るようになり、全国各地の小児歯科の様子
がJSPP理事の先生方と話を交わすことでよく解るよ
うになった事が、私にとって大きな収穫でした。それ
まで私の診療所地域でしか物事をはかれなかったのが、
全国的な広い視野に立って物事を考えさせられるよう
になり、JSPPがすばらしい小児歯科の会であること
を認識させられました。
小児歯科専門医の開業医数を全国的に観て、年齢的
に60歳代は多いのですが50歳代以下が先細り状態に
なっています。ここ20年前ほどから全国的にも小児歯
科専門で開業される先生は減少傾向にあり、若い小児
歯科専門医が育たない事が一つ大きな問題とされてい
ます。少子高齢化など様々な要因があろうかと思われ
ますが、日々小児歯科臨床に携わる我々JSPPが「元
気が出る小児歯科の話題」を様々な媒体を通して
JSPP会員や大学小児歯科に在籍しておられる先生方
に少しでも伝える事ができればと思います。
大学の医局では小児歯科専門医での開業は難しく、

やはり大人も診て一般・小児の2本立てで開業するの
が安全策と言われている所が少なくありません。「小児
歯科専門でもやっていけますよ。」というような小児歯
科開業医にしかできない情報発信をこれから益々増や
して、元気な小児歯科をJSPPがアピールしていきま
すので、皆様のご協力も宜しくお願い致します。

現在、JSPP会員は370名を超え新入会員も増加し
続けています。年1回の全国集会（日本小児歯科学会開
催前日）を行い、総会、学術研修会、研究助成の業績
発表、懇親会を開催しています。会には小児歯科医療
将来検討・広報・ホームページ担当・月刊小児歯科臨
床編集協力・研究助成・地域支援・渉外・JSPPニュ
ース編集の各委員会が存在し幅広く活動しています。
また、小児歯科学会の理事も兼任するJSPP理事も在
籍しておられることから、学会と開業医の意見交換等
も密に連絡を取り合っています。
そして、これからの若い小児歯科の世代へのバトン
タッチをすべく、JSPPは皆で英知を結集し現在も躍
進し続けています。それは、まずホームページの度重
なるリニューアルです。今では患者様が郵便番号や地
図上から小児歯科医院を検索できるようになり、とて
も便利になっています。全国各地に目を向け、地域の
小児歯科研究会がない所はJSPPが積極的に動き、こ
の3年間で「沖縄、青森、山陰地区」と新しく地域の
小児歯科研究会が誕生しています。これからも小児歯
科のない所へJSPPの根を張ろうとがんばっています
ので、皆様のお力添えも宜しくお願い致します。
最後に小児歯科に高い志を持った先生方のご入会を
お待ちしておりますので、ご検討のほど宜しくお願い
致します。

The Japanese
Society of
Practitioners for
Pediatric Dentistry

●全国小児歯科開業医会のページ 

【入会方法】JSPPのHP（http://www.jspp.net/）より入会資料

請求フォームに記載の上、ご請求ください。

年会費10,000円、入会金10,000円

JSPP（全国小児歯科開業医会）は小児の保健の向上と小児歯科臨床のよ
り良い発展のための活動を行っています。
①総会・研修会の開催
小児歯科臨床と小児の保健に関する研究会を開催し、会員相互の親
睦とともに小児歯科医療保健の研鑽に努めています。

②患者紹介ネットワーク
全国の会員をネットワークで結び、患者さんの紹介や情報の交換を
行っています。

③研究助成
大学や研究機関での研究を助成して、若い研究肩の育成に協力して
います。

④月刊「小児歯科臨床」の編集協力を行っています。

JSPPの活動
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